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議案第１号 部会員の指名について 
 

１ 審査部会員の指名について 

 

（１）概要 

道は、景観形成基準に適合しない行為に対し、景観法に基づく勧告又は命令

をするときは、北海道景観条例第 24 条の規定に基づき、審議会の意見を聴く

こととしているが、届出を受理してから原則 30 日以内に勧告又は命令等をし

なければならないことから、迅速に審議できるよう景観条例第 36 条に基づき

審査部会員を指名する。 

なお、審査部会の会議は、北海道情報公開条例第 26 条ただし書きが規定す

る許可及び認可等の審査に該当すると認められるため、非公開とする。 

 

 

（２）所掌事項 

審査部会は次の事項について審議し、審査部会の審議結果を景観条例第 24 条

に規定する審議会の意見として取り扱う。 

なお、国又は地方公共団体との協議については、審議会への意見聴取を必要

としない。 

・法第 16 条第３項の規定による勧告に関する事項 

・法第 17 条第１項の規定による変更命令に関する事項 

・法第 17 条第５項の規定による原状回復命令に関する事項。 

 

 

（３）組織 

ア 審査部会員は、会長が指名する。 

（北海道景観条例第 36 条） 

 

 

イ 部会員は、５人以上７人以下で組織する。 

     （北海道景観審議会の部会の設置及び運営に関する要領第３条） 

 

 

ウ 委員の改選に伴い、会長が審査部会の部会員を新たに指名する。 
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職 所　　属　　等 氏　　名

部会長 北海道大学大学院工学研究院　准教授 小篠
お ざ さ

　隆
たか

生
お

副部会長 北海道大学大学院農学研究院　准教授 愛甲
あいこう

　哲也
てつや

部会員 北海道大学大学院法学研究科　教授 岸本
き しもと

　太樹
た い き

札幌市立大学デザイン学部　准教授 森
もり
　朋子

ともこ

欠員

北海道景観審議会　審査部会員名簿

 （令和3年(2021年）3月26日現在・敬称略）
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北海道景観条例（平成 20 年北海道条例第 56 号） ～抜粋～ 

 

第２章 良好な景観を形成するための施策 

第５節 景観法の施行に関する事項 

第２款 行為の規制等 

（勧告又は変更命令等の手続） 

第 24 条 知事は、法第 16 条第３項の規定による勧告をしようとするとき、又は法第 17 条第１項若

しくは第５項の規定により必要な措置を命じようとするときは、あらかじめ、北海道景観審議会の

意見を聴かなければならない。 

 

第３章 北海道景観審議会 

（設置） 

第 30 条 北海道における良好な景観の形成の推進を図るため、知事の附属機関として、北海道景

観審議会（以下「審議会」という。）を置く。 

（所掌事項） 

第 31 条 審議会の所掌事項は、次のとおりとする。 

(1) 知事の諮問に応じ、良好な景観の形成の推進に関する重要事項を調査審議すること。 

(2) 前号に掲げるもののほか、この条例又は北海道屋外広告物条例（昭和 25 年北海道条例第 70

号）の規定によりその権限に属させられた事務 

２ 審議会は、良好な景観の形成に関し必要と認める事項を知事に建議することができる。 

（組織） 

第 32 条 審議会は、委員 15 人以内で組織する。 

（委員） 

第 33 条 委員は、学識経験を有する者のうちから、知事が任命する。 

２ 委員の任期は、２年とする。ただし、委員が欠けた場合における補欠の委員の任期は、前任者

の残任期間とする。 

３ 委員は、再任されることができる。 

（会長及び副会長） 

第 34 条 審議会に会長及び副会長を置く。 

２ 会長及び副会長は、委員が互選する。 

３ 会長は、審議会を代表し、会務を総理する。 

４ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるときは、その職務を代理する。 

（会議） 

第 35 条 審議会の会議は、会長が招集する。 

２ 審議会は、委員の２分の１以上が出席しなければ、会議を開くことができない。 

３ 会議の議事は、出席した委員の過半数で決し、可否同数のときは、会長の決するところによる。 

（部会） 

第 36 条 審議会は、その定めるところにより、部会を置くことができる。 

２ 部会に部会長を置き、会長が指名する委員がこれに当たる。 

３ 部会に属すべき委員は、会長が指名する。 

（会長への委任） 

第 37 条 この章に定めるもののほか、審議会の運営に関し必要な事項は、会長が審議会に諮って

定める。 
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北海道景観審議会の部会の設置及び運営に関する要領 

 
 
（趣旨） 

第１条 この要領は、北海道景観審議会（以下「審議会」という。）の部会（以下「部会」と
いう。）の設置及び運営に関し必要な事項を定めるものとする。 

 
（部会の区分） 

第２条 部会は、審査部会及び特別部会とする。 
２ 審査部会は、北海道景観条例（以下「条例」という。）第 24 条の規定による知事の意見聴
取に係る事項を審議する。 

３ 特別部会は、次の事項を所掌する。 
一 条例第 31 条第１項第１号に定める事項のうち、審議会から付議された専門的事項を 

  調査審議する。 
二 その他会長が必要と認めた事項を調査検討する。 

４ 特別部会は、会長が特に必要と認めた場合に設置する。 
 
（組織） 

第３条  部会は、部会員（部会長を含む。以下同じ。）５人以上７人以下で組織する。 
 
（部会長） 

第４条 部会長は、部会を代表し、議事その他部会の事務を総理する。 
２ 部会長に事故があるときは、部会長のあらかじめ指名する委員が、その職務を代理する。 
 
（部会の会議） 

第５条 部会の会議は、部会長が招集する。 
２ 部会は、部会員の２分の１以上が出席しなければ、会議を開くことができない。 
３ 会議の議事は、出席した部会員の過半数で決し、可否同数のときは、部会長の決するとこ
ろによる。 

 
（書面による表決） 

第６条 やむを得ない理由のため会議に出席できない部会員は、あらかじめ通知された事案に
ついて書面をもって表決することができる。この場合において、前条第２項及び第３項の規
定の適用については、その部会員は出席したものとみなす。 

 
（報告） 

第７条  部会長は、審議の結果を審議会に報告しなければならない。 
 
（審査部会の審議結果の特例） 

第８条 審議会は、条例第 24 条に係る事案については、審査部会の審議結果をもって、審議会
の意見とする。 

 
（雑則） 

第９条 この要領に定めるもののほか、部会の議事その他の運営に関し必要な事項は、部会長
が部会に諮って定める。 

 
附 則 

（施行期日） 
１ この要領は、平成 20 年７月 18 日から施行する。 
  この要領は、令和元年 10 月 30 日から施行する。 
 
（北海道美しい景観のくにづくり審議会部会設置要領の廃止） 

２ 北海道美しい景観のくにづくり審議会部会設置要領は、廃止する。 
 



【議案】第１号 部会員の指名について

北海道建設部まちづくり局

都市計画課景観係

第50回 北海道景観審議会

1

議案第１号 部会員の指名について

北海道景観条例第36条に基づき、次の部会を設置
しており、令和２年(2020年)10月の公募委員の改選
に伴い、審査部会員1名が欠員となっているため、
部会に属すべき委員を会長が新たに1名指名します。

・審査部会

・景観行政と関連施策との連携に関する特別部会

2

【組織】

① 審査部会員は、会長が指名する(北海道景観条例第36条）

② 部会員は、５人以上７人以下で組織する。

(北海道景観審議会の部会の設置及び運営に関する要領第３条)

③ 委員の改選に伴い、会長が審査部会の部会員を新たに指名する。



１「審査部会」について

(1)概 要

道は、景観形成基準に適合しない行為に対して、景観法に基づく勧告
又は命令をしようとするときは、北海道景観条例第24条の規定に基づき、
審議会の意見を聴くこととしており、これら勧告又は命令に係る審議を
迅速に行うため、景観条例第36条及び北海道景観審議会の部会の設置及
び運営に関する要領に基づき審査部会を設置しています。

(2)所掌事項

審査部会は次の事項について審議し、審査部会の審議結果を景観条例
第24条に規定する審議会の意見として取り扱う。

なお、国又は地方公共団体との協議については、審議会への意見聴取
を必要としない。

・法第16条第３項の規定による勧告に関する事項

・法第17条第１項の規定による変更命令に関する事項

・法第17条第５項の規定による原状回復命令に関する事項

3

4

職 所　　属　　等 氏　　名

部会長 北海道大学大学院工学研究院　准教授 小篠
お ざ さ

　隆
たか

生
お

副部会長 北海道大学大学院農学研究院　准教授 愛甲
あいこう
　哲也

てつや

部会員 北海道大学大学院法学研究科　教授 岸本
き しもと

　太樹
た い き

札幌市立大学デザイン学部　准教授 森
もり
　朋子

ともこ

欠員

北海道景観審議会　審査部会員名簿

 （令和3年(2021年）3月26日現在・敬称略）



２「景観行政と関連施策との連携に関する
特別部会」について

(1)概 要

｢北海道景観形成ビジョン｣の重点的な取組とした｢基本方針１ 関連
施策等との連携によりめざす良好な景観づくり｣に基づく関係部局の施
策との連携に関する取組方法等について、調査及び検討を行うため、北
海道景観条例第36条及び北海道景観審議会の部会の設置及び運営に関す
る要領に基づき特別部会を設置しています。

(2)所掌事項

特別部会は、景観形成と庁内における関係施策との連携強化を図るた
め、連携に関する取組方法等について、調査及び検討を行う。

※「北海道景観形成ビジョン」とは

・目的 北海道景観条例第7条に基づき、「良好な景観」を形成す

るための施策を総合的かつ計画的に推進するために策定

・経過 平成21年(2009年)３月 策 定

平成31年(2019年)３月 見直し
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職 所　　属　　等 氏　　名

部会長 北海道大学大学院工学研究院　准教授 小篠
お ざ さ

　隆
たか

生
お

副部会長 北海道大学大学院農学研究院　准教授 愛甲
あいこう

　哲也
てつや

部会員
公益社団法人　日本サインデザイン協会
北海道地区　会員 秋山

あきやま

　敦子
あつこ

鶴雅リゾート株式会社　常務取締役 大西
おおにし

　希
のぞみ

一般社団法人　北海道建築士会
ヘリテージマネージャー特別委員会　委員 高橋

たかはし
　真美

ま み

函館市教育委員会生涯学習部　文化財課長 長谷山
は せ や ま

　裕一
ゆういち

高野ランドスケーププランニング株式会社　代表取締役 村田
むらた
　周一
しゅういち

北海道景観審議会
景観行政と関連施策との連携に関する特別部会員名簿

 （令和3年(2021年）3月26日現在・敬称略）



【北海道景観条例】
（勧告又は変更命令等の手続）
第24条 知事は、法第16条第３項の規定による勧告をしようとするとき、又は法第17
条第１項若しくは第５項の規定により必要な措置を命じようとするときは、あらか
じめ、北海道景観審議会の意見を聴かなければならない。
（部会）
第36条 審議会は、その定めるところにより、部会を置くことができる。
２ 部会に部会長を置き、会長が指名する委員がこれに当たる。
３ 部会に属すべき委員は、会長が指名する。

【北海道景観審議会の部会の設置及び運営に関する要領】
（部会の区分）
第２条 部会は、審査部会及び特別部会とする。
２ 審査部会は、北海道景観条例(以下「条例」という。)第24条の規定による知事の
意見聴取に係る事項を審議する。
３ 特別部会は、次の事項を所掌する。
一 条例第31条第１項第１号に定める事項のうち、審議会から付議された専門的事
項を調査審議する。

二 その他会長が必要と認めた事項を調査検討する。
４ 特別部会は、会長が特に必要と認めた場合に設置する。
（組織）
第３条 部会は、部会員(部会長を含む。以下同じ。)５人以上７人以下で組織する。
（審査部会の審議結果の特例）
第８条 審議会は、条例第24条に係る事案については、審査部会の審議結果をもって、
審議会の意見とする。
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